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は
じ
め
に

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
令
和
の
新
年
で
、
東
京

五
輪
を
迎
え
、
そ
し
て
十
二
支
の

始
ま
り
の
子
の
年
明
け
で
す
。
昨

年
一
年
を
無
事
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
め
で
た
く
新
し
い
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
、
偏
に
水
産
庁
始
め
関
係
諸
官

庁
及
び
（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
員
各
社
の
ご
支
援
と
ご
協

力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
、

感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

さ
て
、
新
年
を
迎
え
、
我
が
国

の
漁
港
建
設
業
の
活
動
を
推
し
進

め
て
い
る
四
つ
の
点
に
つ
い
て
述

べ
ま
す
。
第
一
は
令
和
二
年
度
の

予
算
に
つ
い
て
、
第
二
は
水
産
政

策
改
革
に
向
け
て
、
第
三
は
品
確

法
と
運
用
指
針
の
改
正
、
そ
し
て

第
四
は
こ
れ
ら
を
支
え
る
漁
港
漁

場
の
新
技
術
開
発
で
す
。
こ
の
四

つ
の
テ
ー
マ
は
、
漁
港
建
設
業
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
成
す
る
も
の

で
す
が
、
漁
港
建
設
業
を
維
持
前

進
さ
せ
る
四
つ
の
車
輪
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

令
和
二
年
度
の

漁
港
関
係
概
算
予
算

令
和
二
年
度
の
概
算
予
算
は
、

昨
年
十
二
月
二
十
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
水
産
基
盤
整
備
と

し
て
、
７
１
１
億
円
（
７
１
０
億

円
、
１
０
０
・
１
％
）、
臨
時
・

特
別
の
措
置
７
３
億
円
（
１
９
０

億
円
、
３
８
・
４
％
）、
令
和
元

年
度
補
正
予
算
１
９
０
億
円
（
２

３
９
億
円
、７
９
・
８
％
）と
な
っ

て
い
ま
す
（
注
：
カ
ッ
コ
内
は
前

年
度
の
予
算
と
伸
び
率
）。
前
年

度
の
令
和
元
年
度
予
算
で
は
７
１

０
億
円
で
対
通
常
予
算
１
０
１
・

５
％
、
臨
時
・
特
別
の
措
置
１
９

０
億
円
を
加
え
９
０
０
億
円
、

１
２
８
・
６
％
の
伸
び

で
、
補
正
予
算
２
３
９

億
円
を
入
れ
た
１
５

ケ
月
予
算
と
し
て

は
１
，
１
３
９
億

円
で
１
６
２
・
７
％

で
し
た
。
非
常
に
分

か
り
に
く
い
と
思
い
ま
す

が
、
実
質
ベ
ー
ス
で
、
昨
年
度

の
１
，
１
３
９
億
円
の
予
算
が
９

７
４
億
円
に
減
少
し
ま
し
た
。
そ

の
要
因
は
国
土
強
靭
化
対
策
と
し

て
計
上
さ
れ
て
い
る
臨
時
・
特
別

の
措
置
１
９
０
億
円
が
７
３
億
円

に
減
額
さ
れ
た
こ
と
及
び
補
正
予

算
が
昨
年
度
は
２
３
９
億
円
計
上

さ
れ
て
い
た
も
の
が
１
９
０
億
円

に
減
額
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建
設
協

会
は
、
漁
港
建
設
業
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
で
適
正
な
災
害
対
応
が
で

き
る
予
算
の
計
上
を
要
請
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
要
請
す
る
前

に
、
ま
ず
は
実
行
か
ら
と
い
う
こ

と
で
、
国
、
県
と
防
災
協
定
を
締

結
し
、
災
害
対
応
を
よ
り
速
く
行

う
こ
と
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
実
績
も
上
が
り
締
結

件
数
は
十
七
局
・
県
と
な
り
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
点
検
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
て
実
績
も
上
げ
て
い
ま
す
。

例
年
起
こ
っ
て
い
る
大
災
害
に
お

い
て
、（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
の
活
動
は
、
災
害
情
報
と

資
機
材
の
提
供
及
び
応
急
復
旧
の

迅
速
な
対
応
な
ど
、
地
元
漁
協
、

市
町
村
、
県
及
び
水
産
庁
か
ら
大

き
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
地
方
の
建
設
業
を

考
え
る
時
、
そ
の
維
持
継
続
が
で

き
得
る
最
小
限
の
予
算
す
な
わ
ち

限
界
工
事
量
が
確
保
で
き
て
初
め

て
建
設
業
の
経
営
が
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

全
国
の
沿
岸
域
の
離
島
、
半
島
は

じ
め
隅
々
で
起
こ
る
災
害
へ
の
対

応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

通
常
予
算
ベ
ー
ス
で
は
、
微
増

し
て
い
る
も
の
の
国
土
強
靭
化
対

応
の
臨
時
・
特
別
の
措
置
が
大
幅

に
減
少
し
た
こ
と
は
、
全
国
で
展

近
年
は
大
規
模
災
害
が
頻
発
し

て
お
り
、
令
和
元
年
も
大
型
の
台

風
が
立
て
続
け
に
上
陸
し
、
各
地

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

特
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

の
が
、
九
月
に
上
陸
し
た
台
風
第

開
し
て
い
る
漁
港
建
設
業
の
災
害

へ
の
対
応
が
ま
だ
ま
だ
評
価
さ
れ

て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
私

た
ち
に
は
、
漁
港
建
設
業
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

漁
港
建
設
業
の
災
害
へ
の
対
応
の

強
化
と
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

予
算
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
強
力

な
活
動
が
必
要
で
す
。

水
産
政
策
改
革
の
推
進

平
成
三
十
年
六
月
に
水
産
政
策

改
革
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
水
産

基
盤
整
備
に
関
係
す
る
重
点
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
集
出
荷
機
能
の
集

約
強
化
と
養
殖
業
発
展
の
た
め
の

環
境
整
備
の
二
点
が
あ
り
ま
す
。

特
に
養
殖
環
境
の
整
備
は
、
沖
合

養
殖
の
展
開
及
び
陸
上
養
殖
の
振

興
に
伴
う
新
し
い
施
設
構
想
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
沖
合

養
殖
の
た
め
の
静
穏
度
確
保
、
養

殖
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
及
び
沈
下

式
生
簀
な
ど
新
し
い
施
設
が
構
想

と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
水
産
政
策
改
革
に
伴
う
施
設

整
備
に
は
、
具
体
的
な
新
し
い
事

業
が
必
要
で
す
。
早
急
に
新
し
い

事
業
制
度
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。一

方
、
養
殖
業
の
環
境
整
備
に

は
、
養
殖
に
お
け
る
リ
ス
ク
を
排

除
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。
養

殖
業
を
営
む
漁
業
者
は
、
常
に
リ

ス
ク
に
戦
々
恐
々
と
し
て
い
ま

す
。
養
殖
に
お
け
る
最
大
の
リ
ス

ク
は
、
赤
潮
貝
毒
で
す
。
従
来
、

赤
潮
貝
毒
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

発
生
し
て
か
ら
養
殖
生
産
物
の
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
手
法
が

検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
度
の

水
産
政
策
改
革
で
は
、
養
殖
に
お

け
る
リ
ス
ク
を
排
除
す
る
た
め
の

新
し
い
手
法
も
検
討
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建
設
協

会
で
は
、
従
来
か
ら
赤
潮
貝
毒
の

発
生
対
策
に
土
木
的
手
法
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
て
き
ま

十
五
号
及
び
十
月
に
上
陸
し
た
台

風
第
十
九
号
で
あ
る
。
台
風
第
十

九
号
、
二
十
号
及
び
二
十
一
号
は
、

激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
て
い
る

（
令
和
元
年
十
月
十
一
日
か
ら
同

月
二
十
六
日
ま
で
の
間
の
暴
風
雨

及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
）。
全
日

本
漁
港
建
設
協
会
で
は
、
支
部
事

務
局
と
密
に
連
絡
を
と
り
、
被
災

情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
復

旧
に
向
け
て
水
産
庁
な
ど
の
関
係

省
庁
へ
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ

た
。当

協
会
で
は
、
従
前
よ
り
漁
港

災
害
協
定
の
締
結
を
推
進
し
て
い

を
置
い
て
、
漁
港
・
漁
場
・
漁
村

の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
７
１

１
億
３
３
百
万
円
（
対
前
年
度
比

１
０
０
・
１
％
）
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、「
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靭
化
の
た
め
の
三
ヶ
年
緊
急
対

策
」
に
係
る
経
費
と
し
て
７
３
億

円
を
確
保
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
元
年
度
補
正
予

算
と
し
て
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
等
関
連
政

策
大
綱
に
基

づ
く
対
策
及
び
漁

業
地
域
の
防
災
・
減
災
対
策
の
た

め
、
水
産
基
盤
整
備
事
業
で
１
９

０
億
円
を
確
保
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地

復
興
対
策
（
復
興
庁
計
上
分
）
に

つ
い
て
は
、
復
興
・
創
生
期
間
の

最
終
年
度
で
あ
る
令
和
二
年
度
ま

で
の
復
興
完
了
を
目
指
し
必
要
と

な
る
額
を
満
額
確
保
で
き
ま
し

た
。こ

の
ほ
か
、
令
和
二
年
度
の
主

要
な
新
規
・
拡
充
事
項
と
し
て
、

第
一
に
、
拠
点
漁
港
・
産
地
市

場
に
お
い
て
、
衛
生
管
理
や
資
源

管
理
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
等
の

実
施
に
役
に
立
つ
情
報
を
迅
速
か

つ
正
確
に
収
集
で
き
る
よ
う
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
の
た
め
の
情
報
通
信
施

設
を
高
度
衛
生
管
理
型
荷
さ
ば
き

所
及
び
計
量
・
計
測
機
器
と
一
体

的
に
整
備
す
る
こ
と

第
二
に
、
効
率
的
な
操
業
及
び

赤
潮
被
害
・
生
簀
破
損
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
漁
場
整
備
の
一
環
と

し
て
漁
場
観
測
施
設
を
設
置
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
操
業
予
測

や
赤
潮
発
生
予
測
等
の
情
報
提
供

が
容
易
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と第

三
に
、
沖
縄
県
糸
満
漁
港
に

お
い
て
、
国
が
、
漁
業
取
締
船
の

利
用
す
る
岸
壁
・
泊
地
等
を
整
備

す
る
こ
と

な
ど
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
予
算
を
円
滑
に
執

行
し
て
い
く
た
め
に
は
、
事
業
主

体
と
な
る
地
方
公
共
団
体
を
は
じ

め
、
工
事
を
行
う
貴
協
会
会
員
の

皆
様
の
ご
尽
力
を
期
待
す
る
次
第

で
す
。

水
産
政
策
改
革
を
契
機
と
し
て

水
産
業
が
成
長
産
業
化
し
、
漁
村

の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
ま

た
、
漁
港
漁
場
整
備
に
携
わ
ら
れ

る
関
係
者
の
皆
様
が
維
持
発
展
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
地
域
の
声

を
よ
く
お
聞
き
し
、漁
港
・
漁
場
・

漁
村
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

し
た
。
具
体
的
に
は
、
赤
潮
の
原

因
と
な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

除
去
及
び
活
動
の
抑
制
と
し
て
、

薄
層
浚
渫
、
海
底
耕
耘
及
び
覆
砂

等
の
工
法
で
す
。
近
年
の
研
究
で

は
、
藻
場
ア
マ
モ
場
が
放
出
す
る

殺
藻
細
菌
が
赤
潮
の
原
因
と
な
る

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
活
動
を
抑

制
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
藻
場
ア
マ
モ
場
が
有
用
魚
介

類
の
増
殖
の
他
、
養
殖
リ
ス
ク
の

抑
制
の
機
能
を
持
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
は
、
こ
れ
ら
の
養
殖
リ
ス

ク
抑
制
に
お
け
る
土
木
的
手
法
の

調
査
研
究
を
始
め
る
た
め
に
会
員

会
社
等
と
環
境
維
持
保
全
工
法
研

究
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
、
令
和
二
年
一

月
十
五
日
に
長
崎
市
に
お
い
て
、

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
漁
港
建
設
業
界
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

よ
り
水
産
基
盤
整
備
事
業
の
円
滑

な
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
三
月
に
新
た
な

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
ま
た
、
平
成
三
十
年

末
に
は
水
産
資
源
の
適
正
な
管
理

と
漁
業
の
成
長
産
業
化
を
目

指
し
漁
業
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
漁

業
者
の
所
得
を
向
上

さ
せ
、
我
が
国
の
水

産
業
を
や
り
が
い
の
あ

る
魅
力
的
な
産
業
に
す

る
た
め
の
水
産
改
革
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
二
年
度
の
水
産
基
盤
整

備
予
算
政
府
案
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
産
地
市
場
統
合

や
養
殖
適
地
の
確
保
な
ど
の
水
産

改
革
と
連
動
し
た
基
盤
整
備
と
と

も
に
、
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

に
基
づ
き
、
水
産
物
の
輸
出
促
進

や
大
規
模
自
然
災
害
に
備
え
た
対

応
力
の
強
化
な
ど
の
課
題
に
重
点

年頭ご挨拶

『
効
果
的
な
赤
潮
対
策
に
向
け
て
』

の
副
題
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
活
動
の
よ
う

に
、
今
後
と
も
水
産
政
策
改
革
の

推
進
の
重
点
で
あ
る
養
殖
業
発
展

の
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

（
二
面
に
続
く
）

年
頭
の
ご
挨
拶

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長　

吉
塚 

靖
浩

る
が
、
本
災
害
で
も
千
葉
県
支
部
、

岩
手
県
支
部
に
お
い
て
災
害
協
定

に
基
づ
き
漁
港
関
係
の
応
急
復
旧

工
事
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

協
定
に
基
づ
く
活
動
の
他
に
も
多

く
の
支
部
や
会
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
含
む
復
旧
対
応
を
行
い
、
地

域
の
復
旧
に
貢
献
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
部
で
は
、
台
風
第
十

九
号
で
特
に
漁
港
関
係
施
設
へ
の

被
害
が
大
き
か
っ
た
、
も
し
く
は

漁
港
災
害
協
定
に
基
づ
き
対
応
し

た
岩
手
県
、
福
島
県
、
千
葉
県
、

静
岡
県
の
四
支
部
に
、
支
援
金
と

し
て
十
万
円
を
給
付
し
た
。

４
支
部
に
支
援
金

台
風
19
号
等
に
よ
る
被
害
へ
の
復
旧
対
応

四
輪
で
前
進
す
る

四
輪
で
前
進
す
る

漁
港
建
設
業
①

漁
港
建
設
業
①
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設
災
害
対
策
室
長
、
的
野
整
備
課

課
長
補
佐
、
福
村
整
備
課
係
長
が

出
席
。
当
協
会
か
ら
は
長
野
会

長
、
岡
副
会
長
代
理
、
長
谷
川
副

会
長
（
福
島
県
支
部
長
）、
寄
神
副

会
長
（
兵
庫
県
支
部
長
）、
礒
野
副

会
長
（
岡
山
県
支
部
長
）、
米
盛
副

会
長
（
鹿
児
島
県
支
部
長
）、
林
支

部
長（
山
形
県
）、馬
越
支
部
長（
神

奈
川
県
）、本
杉
支
部
長（
香
川
県
）、

伏
見
監
事
（
広
島
県
支
部
長
）
が

出
席
し
た
。

令
和
元
年
十
二
月
五
日
に
「
第

十
三
回
新
し
い
漁
港
漁
場
政
策
に

対
す
る
要
望
と
意
見
交
換
会
」
が

東
京
都
千
代
田
区
の
霞
山
会
館
で

行
わ
れ
た
。

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
全
国
各

地
の
会
員
の
声
を
含
め
「
新
し
い

漁
港
漁
場
政
策
」
に
対
す
る
忌
憚

の
な
い
意
見
を
直
接
水
産
庁
幹
部

に
伝
え
る
機
会
と
し
て
平
成
十
九

年
か
ら
水
産
庁
の
御
厚
意
に
よ
り

企
画
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
。

意
見
交
換
会
で
は
、
協
会
か
ら

積
算
の
乖
離
、
回
航
費
、
週
休
二

日
制
、
予
算
、
新
規
事
業
、
災
害

協
定
、
漁
港
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活

用
、
発
注
者
支
援
な
ど
に
つ
い
て

意
見
や
要
望
が
上
が
り
、
そ
れ
ら

に
対
す
る
水
産
庁
か
ら
の
見
解
や

方
針
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の

成
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

水
産
庁
か
ら
は
吉
塚
漁
港
漁
場

整
備
部
長
、
浅
川
整
備
課
長
、
中

奥
防
災
漁
村
課
長
、
田
中
水
産
施

（
一
面
か
ら
続
き
）

品
確
法
と
運
用
指
針
の
改
正

品
確
法
が
令
和
元
年
六
月
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
の
理
由
に

は
次
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
第
一
点
は
災
害
時
の
緊
急
対

応
の
充
実
強
化
で
、
発
注
者
の
責

務
と
し
て
災
害
時
に
緊
急
性
に
応

じ
た
随
意
・
指
名
競
争
入
札
の
選

択
、
災
害
協
定
の
締
結
及
び
見
積

も
り
徴
収
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
第
二
点
は
働
き
方
改
革
へ

の
対
応
で
、
適
切
な
工
期
、
発
注

の
平
準
化
及
び
適
切
な
設
計
変
更

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

第
三
点
は
生
産
性
の
向
上
と
し

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
監
理
技
術

者
及
び
主
任
技
術
者
の
配
置
要
件

の
緩
和
で
す
。
そ
し
て
第
四
点
は

調
査
設
計
の
品
質
確
保
で
す
。

第
一
点
、
第
二
点
、
第
三
点
は

従
来
か
ら
（
一
社
）
全
日
本
漁
港

建
設
協
会
が
水
産
庁
及
び
関
係
官

庁
に
要
請
し
、
実
施
し
て
き
た
こ

と
で
す
。
特
に
、
前
に
も
述
べ
た

よ
う
に
災
害
対
応
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
災
害
対
応
か
ら
更
に

活
動
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
が
、
団
体
と
し
て
発
注
者

と
災
害
協
定
を
締
結
し
、
会
員
が

災
害
時
に
効
果
的
に
対
応
し
、
そ

の
結
果
、
迅
速
に
復
旧
す
る
た
め

に
随
意
契
約
や
指
名
競
争
入
札
な

ど
の
発
注
方
式
が
と
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ら
災
害
対
応
が
評
価
さ

れ
た
結
果
、
一
般
事
業
に
お
い
て

も
発
注
方
式
で
団
体
会
員
に
と
っ

て
い
い
評
価
を
得
る
よ
う
な
制
度

で
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
具
体
的
に
実
施
す
る
た
め
運

用
指
針
も
改
正
さ
れ
ま
す
。
現

在
、
国
交
省
で
は
、
会
員
の
方
々

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
運
用
指
針
改
正

（
案
）
へ
の
意
見
な
ど
を
参
考
に

（
案
）
を
取
る
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

漁
港
漁
場
の
新
技
術
開
発

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建
設
協

会
で
は
、
漁
港
漁
場
整
備
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
工
法
の
採
用
に
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ど
ち
ら

も
、
国
交
省
の
品
確
法
の
改
正
理

由
で
あ
る
生
産
性
の
向
上
の
面
か

ら
、
推
進
す
べ
き
技
術
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建
設
協

会
で
は
、
漁
港
施
設
点
検
シ
ス
テ

ム
と
作
業
船
位
置
・
回
航
情
報
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
、
長
崎
県
、
高

知
県
及
び
岩
手
県
で
実
装
供
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
漁
港
施
設
点
検
シ

ス
テ
ム
は
、
青
森
県
は
じ
め
多
く

の
県
で
試
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
シ
ス
テ

ム
は
、
災
害
時
の
迅
速
な
活
動
を

始
め
、
通
常
時
に
お
い
て
も
作
業

船
の
運
航
管
理
及
び
施
設
の
利
用

管
理
の
効
率
を
高
め
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

一
方
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
工
法
に

つ
い
て
は
、
施
設
の
老
朽
化
対
策

と
し
て
防
波
堤
、
係
船
岸
等
の
腹

付
工
法
の
際
に
用
い
る
残
置
型
枠

と
し
て
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
が
、

全
国
的
に
普
及
し
て
い
ま
す
。
工

期
の
短
縮
と
気
象
条
件
、
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
及
び
潜
水
士
等
の
資
機

一
般
社
団
法
人
全
日
本
漁
港
建

設
協
会　

会
長
の
長
野
章
が
令
和

元
年
度
水
産
功
績
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
。

同
表
彰
は
、
明
治
二
十
三
年
以

来
、
水
産
業
の
振
興
と
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
方
々
を
一
般
社
団
法

人
大
日
本
水
産
会
が
表
彰
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
平
成
三
十
年
度

ま
で
で
三
，
一
五
一
名
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
て
い
る
。
令
和
元
年
度

の
表
彰
式
は
、
令
和
元
年
十
月
二

材
に
よ
る
工
事
サ
イ
ク
ル
の
柔
軟

な
可
変
性
を
持
つ
工
法
と
し
て
現

場
か
ら
大
き
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
二
つ
の
新
技
術
と
も
、
東

日
本
大
震
災
の
復
旧
工
事
を
効
率

的
に
実
施
す
る
こ
と
か
ら
作
ら
れ

た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、（
一

社
）
全
日
本
漁
港
建
設
協
会
は
、

会
員
と
と
も
に
、
災
害
復
旧
工
事

を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
漁
港
漁

場
の
新
技
術
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。

お
わ
り
に

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建
設
協

会
が
推
進
す
る
四
つ
の
車
輪
で
あ

る
令
和
二
年
度
概
算
要
求
予
算
、

水
産
政
策
改
革
へ
の
取
組
と
新
し

い
事
業
、
品
確
法
の
改
正
そ
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
工
法
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
四
項

目
の
車
輪
の
共
通
点
は
、
漁
港
漁

場
の
維
持
保
全
の
リ
ス
ク
と
災
害

で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

日
本
は
、
台
風
、
冬
季
風
浪
そ
し

十
六
日
に
東
京
都
港
区
の
石
垣
記

念
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
三
十
八
名

が
表
彰
さ
れ
た
。

長
野
会
長
は
、
昭
和
四
十
五
年

の
水
産
庁
入
庁
以
来
、
要
職
を
歴

任
し
、
新
長
崎
漁
港
整
備
に
か
か

る
長
崎
マ
リ
ン
都
市
構
想
の
策
定

と
推
進
、
北
海
道
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
、
漁
港
漁
場
整
備
法
の

制
定
、
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

の
策
定
な
ど
を
手
が
け
た
。

平
成
十
五
年
に
水
産
庁
漁
港

令
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日

午
後
四
時
か
ら
、
第
十
二
回
技
術

委
員
会
に
引
き
続
き
、「
令
和
元

年
度
各
研
究
部
会
研
究
課
題
報
告

会
」
が
開
催
さ
れ
、水
産
庁
、会
員
、

支
部
事
務
局
、
関
係
団
体
及
び
報

道
関
係
者
な
ど
約
六
〇
名
の
出
席

を
得
た
。

同
報
告
会
は
、
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
の
正
会
員
と
賛
助
会
員
な

ど
が
共
同
し
て
調
査
研
究
を
進
め

て
い
る
各
研
究
部
会
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
研
究
内
容
の
紹
介
や
発

表
を
行
う
場
所
と
し
て
、
平
成
二

十
五
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
で
七
回
目
と
な
る
。

発
表
さ
れ
た
テ
ー
マ
及
び
発
表

者
は
次
の
通
り
。

○
環
境
維
持
保
全
工
法
研
究
会

『
赤
潮
・
貝
毒
対
策
の
事
業
展

開
の
た
め
の
調
査
の
提
案
』＝

大
石
建
設
㈱　

末
永
茂
則
氏
、

㈱
エ
コ
ニ
ク
ス　

峰
寛
明
氏

○
維
持
補
修
管
理
研
究
部
会

『
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
残
置
型
枠

工
法
の
普
及
と
施
工
例
』＝
大

坪
建
設
㈱　

山
上
伸
一
氏

て
地
震
と
津
波
が
起
こ
る
災
害
大

国
で
す
。
国
土
の
縁
辺
に
位
置
す

る
２
，
８
０
６
漁
港
と
そ
の
背
後

の
漁
村
は
、
こ
れ
ら
災
害
に
直
接

向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

以
上
の
四
輪
が
、
漁
港
建
設
業
の

経
営
の
維
持
持
続
を
可
能
に
し
、

日
本
の
国
土
の
縁
辺
を
守
る
こ
と

と
な
り
、
そ
の
上
に
水
産
業
の
振

第
十
二
回
技
術
委
員
会

が
、
令
和
元
年
十
一
月
二

十
一
日
午
後
一
時
か
ら
、

東
京
都
港
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
品

川
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

議
事
で
は
、
ま
ず
水
産

庁
よ
り
令
和
二
年
度
に
向

け
て
の
漁
港
漁
場
関
係
工

事
積
算
基
準
等
の
検
討
状

況
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

れ
た
後
、
本
部
よ
り
昨
年

の
第
十
一
回
技
術
委
員
会

議
事
録
と
水
産
庁
へ
の
要

望
書
に
つ
い
て
報
告
が
行

わ
れ
た
。

ま
た
、
各
地
区
連
絡
協

○ 

Ｐ
Ｃ
構
造
避
難
誘
導
デ
ッ
キ
技

術
研
究
会

『
Ｐ
Ｃ
構
造
避
難
誘
導
デ
ッ
キ

の
計
画
・
設
計
と
施
工
事
例
』

＝
㈱
安
部
日
鋼
工
業　

安
藤
健

氏
○
粘
り
強
い
構
造
研
究
会

『
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
式
水
災
対

策
設
備
の
採
用
事
例
と
今
後
の

展
開
』＝
日
立
造
船
㈱　

仲
保

京
一
氏

ま
た
、
報
告
の
後
に
は
質
疑
応

答
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

『
新
し
い
漁
港
漁
場
政
策
に
対
す
る

要
望
と
意
見
交
換
会
』開
催

第13回

令
和
元
年
度
各
研
究
部
会

研
究
課
題
報
告
会
を
開
催

会
員
か
ら
４
件
の
テ
ー
マ
を
報
告

各
地
区
か
ら
の
提
案
・
要
望
に
つ
い
て
討
議

第
12
回
技
術
委
員
会

漁
場
整
備
部
長
を
退
官
し
た
後
に

は
、
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
の

教
授
に
就
任
し
、
水
産
業
を
核
と

す
る
地
域
の
振
興
を
テ
ー
マ
に
調

査
研
究
活
動
を
行
い
、
大
学
退
官

後
も
名
誉
教
授
と
し
て
、
漁
業
地

域
と
の
産
学
連
携
等
を
手
が
け
て

い
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
か
ら
は
、

当
協
会
会
長
に
就
任
し
、
東
日
本

大
震
災
の
復
旧
復
興
に
尽
力
し
て

き
た
。

現
在
も
当
協
会
会
長
と
し
て
、

漁
港
建
設
技
術
の
向
上
と
建
設
業

者
の
資
質
の
向
上
に
努
め
て
い

る
。

令
和
元
年
度
水
産
功
績
者
表
彰
で

長
野
会
長
が
受
賞

興
と
地
域
の
維
持
が
成
り
立
っ
て

い
る
と
言
え
ま
す
。

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建
設
協

会
は
会
員
の
皆
様
と
一
丸
（
ワ
ン

テ
ィ
ー
ム
）
と
な
っ
て
、
令
和
二

年
の
新
年
に
あ
た
り
、
漁
港
建
設

業
に
与
え
ら
れ
た
使
命
を
肝
に
銘

じ
て
、
日
本
の
国
土
、
水
産
業
と

地
域
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

議
会
か
ら
は
、
①
適
正
な
回
航
費

の
計
上
、
②
小
規
模
工
事
に
お
け

る
適
正
な
積
算
、
③
ク
ロ
ー
ラ
ク

レ
ー
ン
拘
束
費
の
計
上
、
④
施
工

条
件
を
把
握
し
た
発
注
、
⑤
適
切

な
市
場
単
価
の
設
定
、
⑥
適
切
な

供
用
係
数
の
適
用
、
⑦
猛
暑
対
策

等
作
業
環
境
整
備
へ
の
対
応
、
⑧

予
算
の
確
保
と
予
算
配
分
等
に
つ

い
て
提
案
・
報
告
が
あ
っ
た
。

各
地
区
か
ら
の
提
案
・
報
告

後
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
意
見
交

換
並
び
に
対
応
方
針
が
検
討
さ

れ
、
今
後
水
産
庁
と
打
ち
合
わ
せ

の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
さ
れ

た
。

四
輪
で
前
進
す
る

四
輪
で
前
進
す
る

漁
港
建
設
業
②

漁
港
建
設
業
②
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令
和
二
年
度
政
府
予
算
案
が
令

和
元
年
十
二
月
二
十
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
。

水
産
基
盤
整
備
事
業
で
は
、
令

和
元
年
度
に
引
き
続
き
、
防
災
・

令
和
元
年
十
月
十
七
日
に
水

産
庁
主
催
の
第
十
八
回
全
国
漁
港

漁
場
整
備
技
術
研
究
発
表
会
が
鳥

取
県
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

同
研
究
発
表
会
は
、
漁
港
と
漁

場
に
関
す
る
幅
広
い
技
術
の
向
上

と
普
及
を
目
的
と
し
て
昭
和
三
十

年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
。今

回
は
、
公
立
鳥
取
環
境
大
学　

太
田
准
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
、

第
二
十
回
全
日
本
漁
港
建
設
協

会
セ
ミ
ナ
ー
を
令
和
元
年
十
月
二

十
四
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、

東
京
都
港
区
の
石
垣
記
念
ホ
ー
ル

で
開
催
し
、
全
国
か
ら
約
一
二
〇

名
の
会
員
及
び
関
係
者
の
参
加
を

得
た
。

全
日
本
漁
港
建
設

協
会
で
は
、
か
ね
て
よ

り
学
識
者
の
講
演
と
質

疑
応
答
に
よ
り
、
新
し

い
時
代
の
地
域
建
設
業

の
あ
り
方
、
漁
港
を
核

と
し
た
地
域
の
活
性
化

等
に
つ
い
て
、
厳
し
い

現
況
の
打
開
と
将
来
に

希
望
の
持
て
る
建
設
業

を
考
え
る
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て

昨
年
八
月
一
日
付
で
全
日
本

漁
港
建
設
協
会
副
会
長
代
理
に
就

任
し
た
岡
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長

在
任
の
間
、
会
員
の
皆
様
に
は
、

水
産
基
盤
整
備
事
業
の
効
率
的
実

施
等
を
通
じ
、
わ
が
国
水
産

業
の
振
興
と
漁
村
の
活
性

化
に
ご
支
援
い
た
だ
き
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。漁

港
建
設
業
は
、
漁
港

施
設
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

み
な
ら
ず
、
漁
業
生
産
活
動
や
地

域
の
社
会
活
動
を
支
え
る
と
と
も

に
、
近
年
激
甚
化
す
る
災
害
か
ら

の
守
り
手
と
し
て
、
漁
業
地
域
の

維
持
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
の
研
究
部
会
と
し
て
、
赤

潮
及
び
貝
毒
の
土
木
的
手
法
に
つ

い
て
研
究
活
動
を
行
っ
て
き
た

「
水
域
環
境
改
善
工
法
調
査
研
究

委
員
会
」
が
こ
の
度
改
組
さ
れ
、

「
環
境
維
持
保
全
工
法
研
究
会
」

（
会
長
・
長
野
章
）
が
新
た
に
設

立
さ
れ
た
。
令
和
元
年
八
月
十
九

日
に
は
、
長
崎
市
サ
ン
プ
リ
エ
ー

ル
に
関
係
者
が
集
い
、
設
立
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

同
研
究
会
は
、
漁
港
、
養
殖
漁

場
及
び
増
殖
場
等
に
お
い
て
適
切

水
産
庁
か
ら
技
術
開
発
に
関
す
る

報
告
の
他
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、

関
係
団
体
等
か
ら
水
産
基
盤
整
備

に
関
す
る
取
組
事
例
や
技
術
的
知

見
等
に
つ
い
て
十
三
件
の
研
究
成

果
が
発
表
さ
れ
た
。

当
協
会
か
ら
は
、『
新
技
術
を

活
用
し
た
働
き
方
改
革
の
実
現　

－

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
工

法
の
活
用

－

』
と
題
し
て
、
長
野

会
長
と
漁
港
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
工
法

研
究
会
の
牛
田
久
喜
氏
が
発
表
し

い
る
。
第
二
十
回
と
な
る
今
回
は

『
水
産
政
策
改
革
と
漁
港
建
設
業
』

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。

冒
頭
、
長
野
会
長
か
ら
「
当
協

会
で
は
毎
年
、
時
事
の
テ
ー
マ
で

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。
今

就
任
後
数
か
月
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
漁
港
建
設
業
の
社
会
的
・

経
済
的
地
位
の
向
上
に
む
け
、
品

確
法
等
に
基
づ
く
適
正
な
利
潤
と

担
い
手
の
確
保
、
ま
た
、
生
産
性

の
向
上
・
働
き
方
改
革
な
ど
山
積

す
る
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
は
、
技
術
委
員
会
、
水
産

庁
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
協

議
検
討
し
た
課
題
等
に
つ
い
て
要

望
書
を
作
成
し
、
令
和
二
年
一
月

二
十
日
、
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
長
に
手
交
し
た
。

要
望
内
容
は
次
の
六

項
目
。

❶ 

水
産
政
策
改
革
の
推

進
と
新
た
な
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

❷ 

漁
港
漁
場
整
備
関
係

予
算
の
確
保
と
適
切

な
予
算
配
分
に
つ
い

て
❸ 

品
確
法
に
基
づ
く
運

用
指
針
の
徹
底
に
つ

い
て

❹ 

漁
港
建
設
業
に
お
け

る
働
き
方
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
❺ 

災
害
時
の
緊
急
対
応
の
充
実
強

化
に
つ
い
て

❻ 

公
共
工
事
に
お
け
る
発
注
体
制

の
整
備
に
つ
い
て

〜
水
産
政
策
改
革
と
漁
港
建
設
業
〜

漁
港
漁
場
関
係
工
事
に
係
る

設
計
、積
算
、施
工
等
に
関
す
る
要
望

『
運
用
指
針
の
徹
底
』や

『
災
害
時
の
対
応
強
化
』等
の
６
項
目
を
要
望

年
は
、
水
産
政
策
改
革
や

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

の
策
定
に
尽
力
さ
れ
た
長

谷
前
水
産
庁
長
官
、
岡

前
漁
港
漁
場
整
備
部
長
に

御
講
演
い
た
だ
く
。
本
日

は
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
で
学
ぶ
と

と
も
に
漁
港
建
設
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
皆
さ
ん
と
勉
強
し
た
い
。」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

は
じ
め
に
長
谷
成
人
氏
（
前
水

産
庁
長
官
）
か
ら
、『
水
産
庁
の

現
状
と
改
革
に
つ
い
て
』
と
題
し

て
、
日
本
の
漁
業
の
現
状
や
漁
村

の
活
性
化
、
水
産
政
策
改
革
等
に

つ
い
て
現
職
時
代
の
実
体
験
を
踏

ま
え
た
講
演
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
岡
貞
行
副
会
長
代
理

（
前
漁
港
漁
場
整
備
部
長
）
か
ら
、

『
水
産
基
盤
整
備
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
』
と
題
し
て
、
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
と
水
産
基
盤
整

備
の
当
面
の
課
題
と
対
応
に
つ
い

て
、
漁
港
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用

令和2年度水産基盤整備事業概算決定の内訳
令和元年 12月　水産庁（金額単位：百万円）

事　項

R1　当初予算
R2　概算決定

一般会計 東日本
大震災
復興特会
（参考）

合　計
通常分

緊急対策
（臨時・
特別措置）

合　計 通常分 対
前年度比

緊急対策
（臨時・
特別措置）

合　計

水産基盤整備事業 71,044 19,000 90,044 71,133 100.1% 7,300 78,433 4,514 82,947

直轄特定漁港漁場整備事業 17,609 4,000 21,609 17,228 97.8% 1,537 18,765 － 18,765

うちフロンティア漁場整備事業 3,000 － 3,000 3,000 83.3% － 2,500 － 2,500

うち直轄漁港整備事業 14,609 4,000 18,609 14,728 100.8% 1,537 16,265 － 16,265

水産物供給基盤整備 25,542 14,599 40,141 27,643 108.2% 5,103 32,746 2,474 35,220

水産流通基盤整備事業 4,434 10,457 14,891 5,936 133.9% 4,590 10,526 374 10,900

水産基盤ストックマネジメント事業 15,184 3,292 18,476 17,204 113.3% － 17,204 － 17,204

漁港施設機能強化事業 5,924 850 6,774 4,503 76.0% 513 5,016 2,100 7,116

水産資源環境整備 25,164 401 25,565 22,904 91.0% 660 23,564 1,903 25,467

水産環境整備事業 15,351 － 15,351 13,704 89.3% - 13,704 548 14,252

水産生産基盤整備事業 9,813 401 10,214 9,200 93.8% 660 9,860 1,355 11,215

水産基盤整備調査（直轄・補助） 515 － 515 515 100.0% － 515 － 515

作業船整備費 18 － 18 18 100.0% － 18 － 18

後進地域補助率差額 2,196 － 2,196 2,825 128.6% － 2,825 137 2,962

第第
2020
回
全
日
本
漁
港
建
設
協
会

回
全
日
本
漁
港
建
設
協
会

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

や
大
規
模
災
害
対
策
、
水
産
政
策

改
革
へ
の
対
応
な
ど
に
関
す
る
講

演
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
長
野
会
長
か
ら
『
漁

港
建
設
業
に
与
え
ら
れ
た
課
題
in

水
産
政
策
改
革
』
と
題
し
て
、
漁

港
建
設
業
界
の
視
点
か
ら
、
前
の

二
講
演
の
内
容
に
お
け
る
課
題
点

な
ど
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

昨
年
ま
で
行
政
側
で
直
接
水
産

政
策
改
革
や
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
に
携
わ
っ
て
い
た
講
師
か
ら

の
講
演
は
多
く
の
示
唆
に
富
み
、

水
産
政
策
改
革
、
漁
港
漁
場
整
備

を
踏
ま
え
た
今
後
の
漁
港
建
設
業

の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
非

常
に
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ

た
。

な
漁
業
活
動
及
び
底
質
の
環
境
維

持
保
全
を
行
う
た
め
に
、
環
境
悪

化
要
因
、
環
境
維
持
保
全
増
進
の

要
因
、
漁
業
対
象
水
産
生
物
、
対

策
計
画
及
び
対
策
工
法
の
調
査
研

究
を
行
い
、
そ
し
て
、
そ
の
調
査

研
究
結
果
に
つ
い
て
の
講
習
会
及

び
見
学
会
な
ど
の
普
及
活
動
を
行

う
こ
と
を
以
て
、
水
産
基
盤
整
備

や
漁
場
維
持
保
全
の
推
進
を
図

り
、
漁
港
、
漁
場
、
漁
村
の
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

設
立
以
降
、
積
極
的
に
講
習
会

等
を
開
催
し
て
お
り
、
十
月
十
二

日
に
は
松
浦
市
に
て
「
伊
万
里
湾

に
お
け
る
赤
潮
問
題
に
つ
い
て
の

漁
民
研
修
会
及
び
意
見
交
換
会
」

を
、
令
和
二
年
一
月
十
五
日
に
は

長
崎
市
に
て
「
令
和
元
年
度
環
境

維
持
保
全
工
法
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

－

効
果
的
な
赤
潮
対
策
に
向

け
て

－

」
を
開
催
し
た
。

研
究
会
の
事
務
局
は
、
全
日
本

漁
港
建
設
協
会
内
に
設
置
し
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
（
一
社
）
全

日
本
漁
港
建
設
協
会
ま
で
。

☎  

〇
三
（
六
六
六
一
）
一
一
五
五

協
会
の
人
事
異
動

八
月
一
日
付

○
本
部

▽
就
任
（
副
会
長
代
理
） 

岡
貞
行

新
任
御
挨
拶

新
任
御
挨
拶

副会長代理

岡  貞行 講演する長谷前水産庁長官

講演する岡副会長代理

環
境
維
持
保
全
工
法
研
究
会 
設
立

新
た
な
組
織
で
赤
潮
、
貝
毒
対
策
等
を
研
究

第
18
回
全
国
漁
港
漁
場
整
備
技
術
研
究
発
表
会
が
開
催

令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定

左から浅川課長、中奥課長、山本課長、吉塚部長、
長野会長、岡副会長代理

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
三

か
年
緊
急
対
策
に
係
る
臨
時
・
特

別
措
置
の
予
算
が
確
保
さ
れ
、
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
の
の
着
実

な
推
進
と
と
も
に
、
水
産
改
革
に

即
し
た
水
産
業
の
成
長
産
業
化
に

向
け
て
次
の
重
点
課
題
へ
の
対
策

を
推
進
す
る
。

❶ 

水
産
業
の
競
争
力
強
化
と
輸
出

促
進
に
向
け
た
生
産
・
流
通
機

能
強
化
対
策

❷ 

漁
場
環
境
の
変
化
に
順
応
し
た

た
。な

お
、
当
協
会
で
は
、
例
年
と

同
じ
く
会
員
サ
ー
ビ
ス
及
び
会
員

の
技
術
力
向
上
支
援
の
一
環
と
し

て
、
本
研
究
発
表
会
参
加
者
に
対

し
て
、
テ
キ
ス
ト
代
を
助
成
し
た
。

広
域
的
な
水
産
資
源
の
回
復
対

策
❸ 

大
規
模
自
然
災
害
に
備
え
た
漁

業
地
域
の
強
靱
化
対
策

❹ 

漁
村
の
活
性
化
に
向
け
た
漁
港

ス
ト
ッ
ク
の
最
大
限
の
活
用
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神
奈
川
県
支
部
（
支
部
長
・
馬

越
成
之
東
亜
建
設
工
業
株
式
会
社

執
行
役
員
横
浜
支
店
長
）
は
、
神

奈
川
県
と
共
催
し
、
令
和
元
年
十

一
月
二
十
六
日
に
小
田
原
漁
港
に

お
い
て
、
漁
港
・
漁
場
に
お
け
る

官
民
相
互
の
技
術
交
流
を
目
的
に

「
第
七
回
神
奈
川
県
漁
港
・
漁
場

技
術
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

前
回
の
技
術
交
流
会
開
催
後
、

今
後
の
企
画
・
構
成
や
開
催
場
所

等
に
関
す
る
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
参
加
者
の
的
確
な
意

向
把
握
に
努
め
た
結
果
、
令
和
最

初
の
年
は
、
小
田
原
漁
港
（
三
種
）

の
西
側
エ
リ
ア
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
視
察
を
行
っ
た
後
、
漁
港
施

設
の
有
効
活
用
を
中
心
と
し
た
講

演
を
組
み
合
わ
せ
た
技
術
交
流
会

を
実
施
し
、
水
産
土
木
に
携
わ
る

職
員
五
十
一
名
（
内
訳
：
県
及
び

市
町
二
十
七
名
、
本
部
及
び
支
部

二
十
四
名
）
が
様
々
な
所
属
か
ら

参
加
し
、
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

現
場
視
察
の
メ
イ
ン
会
場
と

な
っ
た
、
小
田
原
漁
港
交
流
促
進

施
設
「
漁
港
の
駅
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

小
田
原
」
は
、
数
日
前
に
産
声
を

上
げ
た
ば
か
り
で
、
県
内
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
大
賑
わ

い
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
中
、
共
催
者
の
神
奈
川
県
の

寶
珠
山
西
部
漁
港
事
務
所
長
よ

り
「
業
務
に
直
結
す
る
、
貴
重
な

情
報
を
得
る
場
と
な
る
事
を
期
待

す
る
」、
全
漁
建
神
奈
川
県
支
部

参
加
者
は
当
協
会
会
員
を
始

め
、
県
・
市
町
村
の
職
員
、
関
係

団
体
等
約
二
二
〇
人
と
い
う
多
数

の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
講
演
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

青
森
県
漁
港
建
設
協
会（
会
長
・

脇
川
一
生
＝
一
般
社
団
法
人
全
日

本
漁
港
建
設
協
会
青
森
県
支
部

長
）
で
は
、
去
る
十
一
月
十
五
日

（
金
）、
青
森
市
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ

ラ
ザ
ア
ラ
ス
カ
に
お
い
て
『
第
二

十
一
回
令
和
元
年
度
青
森
県
農
林

水
産
基
盤
整
備
推
進
セ
ミ
ナ
ー
』

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
青
森
県
漁

港
建
設
協
会
が
平
成
十
一
年
度
か

ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
『
青
森
県

漁
港
漁
場
整
備
事
業
推
進
セ
ミ

ナ
ー
』
を
農
村
整
備
建
設
協
会
と

共
催
と
い
う
形
で
開
催
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
昨
年
度
よ
り
造
園
建

設
業
協
会
を
加
え
た
三
団
体
で
共

催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

木
下
技
術
委
員
長
か
ら
は
「
視
察

と
講
演
の
二
部
構
成
で
、
新
し
い

交
流
の
場
づ
く
り
に
努
め
た
」
と

の
開
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
現
地
視
察
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
、
小
田
原
市
漁
業
協

同
組
合
高
橋
組
合
長
か
ら
も
、「
全

国
で
も
珍
し
い
、
掘
り
込
み
式
漁

港
を
是
非
見
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
歓
迎
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
交

流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
現
場
視
察
の
部
で
は
、

小
田
原
市
経
済
部
水
産
海
浜
課
菊

川
海
岸
漁
港
係
長
よ
り
、
小
田
原

漁
港
交
流
促
進
施
設
を
中
心
と
し

た
事
業
の
概
要
、
西
部
漁
港
事
務

所
工
務
課
岩
渕
技
師
よ
り
小
田
原

漁
港
の
西
側
エ
リ
ア
の
取
り
組
み

◎
主
催
者
代
表
挨
拶

▽ 
青
森
県
漁
港
建
設
協
会
会
長
・

脇
川
一
生

◎
来
賓
挨
拶

▽ 

青
森
県
農
林
水
産
部
水
産
局

長
・
對
馬
廉
介
氏

地
域
で
の
清
掃
や
藻
場
の
保

全
、
ま
た
は
異
業
種
へ
の
参
入
等

と
い
っ
た
、
会
員
の
皆
様
が
取
り

組
ま
れ
て
い
る
活
動
な
ど
に
つ
い

て
、
是
非
本
部
事
務
局
ま
で
お
寄

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
詳
細
な

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

小
田
原
漁
港
西
側
エ
リ
ア
の
蓄
養

水
面
の
岸
壁
や
多
目
的
広
場
等
の

新
し
い
漁
港
施
設
を
視
察
し
た

他
、
小
田
原
市
漁
業
協
同
組
合
の

ご
案
内
に
よ
り
、
畜
養
水
面
に
隣

接
し
て
い
る
「
漁
獲
物
荷
捌
き
施

設
」
や
高
度
な
衛
生
管
理
を
施
し

た
「
水
産
物
加
工
処
理
施
設
」
の

内
部
を
視
察
し
ま
し
た
。

視
察
終
了
後
、
小
田
原
水
産
合

同
庁
舎
大
会
議
室
に
移
り
、
水
産

庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画
課
牧
野

課
長
補
佐
よ
り
、「
漁
港
施
設
の

有
効
活
用
に
係
る
制
度
改
正
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
四
月
に
改
正
さ

れ
た
漁
港
法
の
規
制
緩
和
に
関
す

る
お
話
し
を
お
聞
き
し
た
後
、
本

年
八
月
か
ら
新
た
に
ご
就
任
さ
れ

た
（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建
設
協

会
岡
副
会
長
代
理
よ
り
、「
漁
港

の
有
効
活
用
事
例
に
つ
い
て
」
と

▽  （
一
社
）
全
日
本
漁
港
建
設
協

会
副
会
長
代
理
・
岡　

貞
行
氏

◎
講　

演

①
青
森
県
の
農
業
農
村
整
備

【
講
師
】
青
森
県
農
林
水
産
部

農
村
整
備
課
長
・
増
岡
宏
司
氏

【
内
容
】
青
森
県
の
農
業
農
村

整
備
の
概
要
と
地
区
事
例

② 

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
救
援
物
資
搬

送
へ
の
取
り
組
み　

〜
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
に
よ
る
津
波
災
害
へ
の
対

応
〜

【
講
師
】
Ｉ
Ｔ
Ｈ
合
同
会
社
代

表
・
髙
見
雅
之
氏

【
内
容
】
沖
合
で
待
機
す
る
救

援
を
待
つ
漁
船
へ
確
実
に
物
資

を
届
け
ら
れ
る
の
か

③ 

青
森
県
外
海
や
新
潟
県
佐
渡
市

に
お
け
る
多
機
能
増
殖
礁
の
実

証【
講
師
】
青
森
県
の
藻
場
環
境

を
創
え
る
会
委
員
・
志
田
崇
氏

【
内
容
】
津
軽
海
峡
側
に
お
け

る
実
証
／
日
本
海
側
に
お
け
る

実
証
／
佐
渡
市
に
お
け
る
実
証

せ
く
だ
さ
い
。
協
会
会
報
に
て
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
本
部
事
務
局

☎  

〇
三
（
六
六
六
一
）
一
一
五
五

  info@
zengyoken.jp

題
す
る
、
漁
業
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
全
国
の
事
例
紹
介
を
わ
か

り
易
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。又

、（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
長
野
会
長
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
同
日
、
秋
篠
宮
様
ご
臨
席

の
も
と
開
催
さ
れ
た
（
一
社
）
大

日
本
水
産
会
令
和
元
年
度
水
産
功

績
者
表
彰
の
表
彰
式
に
臨
ま
れ
た

後
、
本
交
流
会
に
駆
け
つ
け
て
い

た
だ
き
、「
漁
港
か
ら
の
情
報
交

流
で
元
気
な
漁
村
づ
く
り
を
目
指

す
」
と
題
す
る
漁
村
情
報
発
信
の

た
め
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
つ
い

て
、
表
彰
式
後
の
宮
様
と
の
お
話

も
交
え
、
大
変
貴

重
な
ご
講
演
を
た

だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
最
後
は
、

東
亜
建
設
工
業
㈱

土
木
事
業
本
部
西

方
氏
よ
り
「
全
漁

建
会
員
の
取
り
組

み
報
告
」
と
題
し

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の

取
り
組
み
を
中
心

と
し
た
お
話
を
紹

介
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
前
半
の

現
地
視
察
と
併
せ

た
交
流
会
全
体
に

関
す
る
、
官
民
相

互
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
活
発
な

④ 

松
く
い
虫
っ
て
ど
ん
な
虫
？
ナ

ラ
枯
れ
っ
て
何
の
こ
と
？

【
講
師
】
林
業
研
究
所
主
任
研

究
員
・
伊
藤
昌
明
氏

【
内
容
】
松
く
い
虫
と
ナ
ラ
枯

れ
の
比
較
／
マ
ツ
材
線
虫
病
と

被
害
状
況
と
防
止
策
／
ナ
ラ
枯

れ
の
概
要
と
被
害
状
況
／
ナ
ラ

枯
れ
の
被
害
対
策
方
法

⑤ 

会
社
が
元
気
に
な
る
！
心
の
ス

イ
ッ
チ
の
入
れ
方

【
講
師
】
チ
ー
ム
フ
ロ
ー
認
定

メ
ン
タ
ル
プ
ロ
コ
ー
チ
・
津
村

柾
広
氏

【
内
容
】
ヤ
ル
気
と
は
？
／
心

の
ス
イ
ッ
チ
（
心
の
状
態
は
自

分
で
決
め
ら
れ
る
）
／
表
情
筋

を
使
お
う
！
（
笑
顔
は
笑
顔
の

ト
ビ
ラ
を
開
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
は
表
情
筋

を
使
う
こ
と
）

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
、
講
師
先

生
方
を
囲
ん
で
の
情
報
交
換
会
が

開
催
さ
れ
、
出
席
者
一
同
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。

（
青
森
県
支
部
）

〜
会
員
の
皆
様
の
活
動
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
〜

議
論
が
交
わ
さ
れ
、
最
後
に
神
奈

川
県
東
部
漁
港
事
務
所
廣
瀬
所
長

よ
り
、「
漁
港
の
有
効
活
用
に
よ

る
活
性
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
取
り
組
み

等
、
本
日
の
話
を
こ
れ
か
ら
の
漁

港
等
の
整
備
に
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
」
と
の
ま
と
め
の
お
話
を
た

だ
き
、
令
和
最
初
の
技
術
交
流
会

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
、
本
会
の
開
催
に
あ
た
り

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
関
係

各
位
皆
々
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
、
紙
面
を

お
借
り
し
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
神
奈
川
県
支
部
）

第第
2121
回回  

令
和
元
年
度『
青
森
県
農
林

令
和
元
年
度『
青
森
県
農
林

水
産
基
盤
整
備
推
進
セ
ミ
ナ
ー
』開
催

水
産
基
盤
整
備
推
進
セ
ミ
ナ
ー
』開
催

第
７
回

第
７
回  

神
奈
川
県
漁
港
・
漁
場

神
奈
川
県
漁
港
・
漁
場

技
術
交
流
会
を
開
催

技
術
交
流
会
を
開
催
!!!!

○ 

北
海
道
・
東
北
地
区
連
絡
協
議

会
第
２
回
技
術
委
員
会

2
・
2
・
13　

福
島
県

○ 

北
陸
・
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

第
２
回
技
術
委
員
会

2
・
2
・
18　

兵
庫
県

○ 

関
東
・
東
海
地
区
連
絡
協
議
会

第
２
回
技
術
委
員
会

2
・
2
・
20　

静
岡
県

○ 

九
州
・
沖
縄
地
区
連
絡
協
議
会

第
２
回
支
部
長
会

2
・
2
・
27　

熊
本
県

○ 

中
国
・
四
国
地
区
連
絡
協
議
会

第
２
回
技
術
委
員
会

2
・
3
・
5　

岡
山
県

○ 

第
88
回
運
営
委
員
会

2
・
3
・
13　

東
京
都

○ 

第
37
回
理
事
会

2
・
3
・
13　

東
京
都

○ 

第
38
回
表
彰
委
員
会

2
・
3
・
13　

東
京
都

○ 

令
和
元
年
度
会
計
監
査

2
・
4
・
8　

東
京
都

○ 

第
48
回
正
副
会
長
会
議

2
・
4
・
8　

東
京
都

○ 

第
38
回
理
事
会

2
・
4
・
8　

東
京
都

○ 

熊
本
県
支
部
総
会

2
・
4
・
24　

熊
本
県

○ 

鹿
児
島
県
支
部
総
会

2
・
4
・
28　

鹿
児
島
県

○ 

長
崎
県
支
部
総
会

2
・
4
・
30　

長
崎
県

○ 

令
和
２
年
度
定
時
総
会

2
・
5
・
13　

東
京
都

○ 

福
岡
県
支
部
総
会

2
・
5
・
18　

福
岡
県

○ 

北
海
道
支
部
総
会

2
・
5
・
26　

北
海
道

○ 

宮
崎
県
支
部
総
会

2
・
5
・
28　

宮
崎
県

○ 

令
和
２
年
度
漁
港
漁
場
関
係
工

事
積
算
基
準
講
習
会
（
東
京
）

2
・
6
・
2　

東
京
都

○ 

宮
城
県
支
部
総
会

2
・
6
・
3　

宮
城
県

○ 

東
京
都
支
部
総
会

2
・
6
・
4　

東
京
都

○ 

令
和
２
年
度
漁
港
漁
場
関
係
工

事
積
算
基
準
講
習
会
（
神
戸
）

2
・
6
・
9　

兵
庫
県

○ 

令
和
２
年
度
漁
港
漁
場
関
係
工

事
積
算
基
準
講
習
会
（
福
岡
）

2
・
6
・
10　

福
岡
県

○ 

大
分
県
支
部
総
会

2
・
6
・
11　

大
分
県

○ 

神
奈
川
県
支
部
総
会

2
・
6
・
12　

神
奈
川
県

○ 

岩
手
県
支
部
総
会

2
・
6
・
17　

岩
手
県

○ 

北
海
道
・
東
北
地
区
連
絡
協
議

会
事
務
局
長
会
議

2
・
6
・
18　

福
島
県

○ 

令
和
２
年
度
漁
港
漁
場
関
係
工

事
積
算
基
準
講
習
会
（
仙
台
）

2
・
6
・
18　

宮
城
県

○ 

新
潟
県
支
部
総
会

2
・
6
・
23　

新
潟
県

○ 

兵
庫
県
支
部
総
会

2
・
6
・
26　

兵
庫
県

○ 

石
川
県
支
部
総
会

2
・
7
・
8　

石
川
県

◎
協
会
の
行
事
予
定

　

本
部
だ
よ
り

青森県農林水産部 水産局長　對馬 廉介 氏

現地視察の様子


